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鉛直分解能が粗いモデルに適用した

レベルー2のclosure　mode1＊

山岸米二郎＊＊

　要旨

　海陸分布に基因する地表面からの加熱差や地形の効果によって影響される，スケールの小さい運動を予測

するためには，大気境界層のパラメタリゼーショソの精度をよくすることが必要である．近い将来実行可能

な程度の3次元予報モデルヘの適用を念頭に，境界層パラメタリゼーショソ方式としてMellor・Yamada

の提案するレベルー2のclosure　mode1の特性をテストした．大気が地表面から加熱されるような場合には，

境界層内に5～6層しかないような粗分解能のモデルに適用しても，・かなりよい結果が期待できることがわ

かった．しかし，接地層が安定になるような場合には分解能が粗いと間題があるように思われる．1次元お

よび3次元モデルでのテスト結果が示されている．

　1．はじめに

　地表面と大気との運動量，顕熱，水蒸気の交換および

大気境界層内での乱流拡散のパラメタリゼーションは，

数値予報モデルの重要な側面である．境界層内にいくつ

かのレベルを持つモデルでの，境界層内の鉛直乱流拡散

過程の扱いは，通常三つの方法が用いられている．一つ

は，渦拡散係数の鉛直プ・ファィルを接地層からの高さ

の関数として決める方法である．この場合，O’Brien

（1970）により提案された形式がよく用いられる．次の

方法は，渦拡散係数を局所的な風のシアー，浮力，乱流

エネルギーから決める方法である．さらに，一般的な方

法としては乱流についての方程式を時間積分する方法が

ある（たとえばDeardor瑞1974）．第3の方法を数値予

報モデルに適用することは，計算機の能力を考えれば，

実用的に無理である．第1の方法は，鉛直のレベルの数

があまり多くない時には実用的に有効と思われるが，こ

の場合は境界層の高さを別の方法で決めなければならな

い．第2の方法は，実用上魅力的であるが，鉛直方向の

レベルの間隔が充分密でないと妥当な結果が得られない

恐れがある．この論文では，Mellor・Yamada（1974）

＊Level－2version　of　the　turbulence　closure　model

　applied　tothemodclwithcoarsevertical　resolution．

＊＊Y．Yamagishi，気象庁電子計算室．

　一1979年5月14日受領一

　一1979年7月7日受理一

のレベルー2のclosure　model（ここでいう第2の方法）

を用い，3次元予報モデルヘの適用を念頭におき，鉛直

分解能の粗さや，時間積分の時間間隔が及ぽす間題点等

について1次元モデルを用いて調べた．また，3次元モ

デルヘの適用についても一部述べる．

　2．1次元モデル

　次の1次元モデルでテストを行なった．

　　∂％　　　　　　　∂　　一　　万r一加一〃9）＋一翫r（一鯉）　　（2・1）

∂∂　　　　　　　　　∂　　一一＝＝一ノ（π一吻）十一（一∂ノ2〃，）
∂∫　　　　　　　　∂z

∂θ　　∂　　一
一二一（一θノωノ）
∂∫　　∂9

∂Tび　∂271σ
一＝＝レσ一　〇σ
∂’　　　∂z2d

（2．2）

（2．3）

（2．4）

ここセ，吻，％は時間的・空間的に一定と仮定し1た気

圧傾度力に対応する地衡風，T、は地中温度，その他は

慣用の記号を用いている．

　2．1　レベルー2のclosure　modcl

　レベルー2のclosure　modelでは，鉛直渦輸送は次の

ように表わされる．

鼎一1・1嘉IS〃器　　　⑫5）

卯一1・il馨IS班嘉 （2．6）
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一爾一1・llぎISH器　　　（a7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ll＝111：1郡潔誹・くR　・3

　　5“≡…SH≡…O　　　　　　　　　Rノ≧ノ～∫σ

　　鉱一3A1γ・一C・一（6A・＋3A2）ρ／B（γ1一γ2T）

　　　　　　　　7、一72T＋3A、∫γB、

　　　　　SH＝3且2（7、一72T）

　　71一』L（2A1／β1），7、一（β、／B、）＋（6且1／β、）

　　　　3
　　T＝1～ノ／（1－2～ノ）

ここで，ノウはフラックス・リチャードソソ数である．

1は混合距離に対応し，Melolr・Yamada（前出）では

Blackadar（1962）の形式が用いられている．

すなわち，

　　　　　　　ゐ2
　　1（z）＝　　　　　　　　　　　（2．10）
　　　　　1＋た2／1。

んはカルマン定数である．ここで，loは乱流エネルギー

9を用いて，

あ＝α1ζ雛，9≡伊＋ア＋評　（a11）

　　　　1，94z

とされている．αは経験定数で0．1が用いられている．

4150
fine

4050

3950

100m－U胆一4100

100　　一極一一一一．4000

250

150

62．5
。I

　　　　UV．e　　62．5m・コー一一

　　5cm　一一一

100 一　　一　　一　　一　　　一　　　　一　　■

8ス5 』　　一　　一　　一　　“　　甲　　一

　　ロリ　　缶睾
200　し5
　　の　　窪
　　之寄
100

一5

一45
　　5cm　　一一・・
一5

25

〕ロロ
えロ

馨き

　o

c　oorse
5000　　r…m遡…・45・・
4000　　11……一一一35・・

3000　　／8・・……一26。・

2200　　工7・・一一…一185・

1500

・鵜謡
600　　13・・一一一45・
30

　　　170　一一・一一一一　215

　130
　　18・一一一9・
　50
　　　50m一り胆一一一25

O

第2．1図　1次元モデルの鉛直構造．地中の層のと

　　　　　り方は，coarseモデルもnneモデルと

　　　　　同じである．

＊ここで6ne　resolutionと呼んだが，境界層のテス

　トの観点からすれば，粗分解能のモデルである．た

　とえばMellor・Yamadaがスキームのテストに用
　いたモデルは5，200m＞z＞1，000mに60層，i2≦1，000

　mに20層とっている．

レベルー2ではすべての量が診断的に得られるが，ここで

は9は次式から計算した．

　　　　　　　∂π　　　　∂〃　　　一
　　93一（吻ノr譲r一”石r＋β3ω1の×151（2・12）

　　　　β一一参（券）ρ

loについては通常用いられる簡便な形式，

　　　　β　　lo＝一κ＊，β：定数，％＊：摩擦速度　　　（2．13）
　　　　∫

についても試み，（2．11）をそのまま用いた場合とも比

較した．

　2．2　モデルの鉛直構造

　鉛直分解能の異なる二つのモデルについて比較した．

一つのモデルは大気中で4，150m以下に42層とり（価e

resolution：f一モデルと呼ぶ＊），他のモデルは5，000m

以下を10層に分解した（coarse　mode1：c一モデルと呼

ぶ）．両モデルとも地中に10層とり，地中の層の厚さは

5cmとした（第2．1図）．

　2．5　計算方式と境界条件

　大気最上層，地中最下層では，気温，風，地中温度は

時間的に不変とする．地表面（陸地と仮定）ではエネル

ギーのたまりがないとの仮定から，地面温度（Tσ）sを求

める．

　　RS＋RL一孤一（LE）・一幽塊（讐）、

　　　一εσ（71σ）s4ニ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．14）

サフィックスSは地表面を示す．地表面に達する太陽日

射RSは，

　　ノ～Sニ（0．7）8ecζS・（1－〇五〇UZ））（1一孟Lβz））cosζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　　c・sζ一singsinδ＋c・sρc・sδc・s豆（渉一12）

22

で与えた．ここで，So：太陽定数，g：緯度，δ：太陽の

赤緯，1：地方時，孟五β∂：地表面のアルベド，CLoup：

雲の効果を現わす項．モデルは水蒸気を予想しないの

で，ボーエソ比βを仮定して蒸発量Eを求める．

（Lの、二払／β　　　　　　　　（2・16）

ここで，Lは蒸発の潜熱，モデルは大気中の放射（長

波，短波）を計算していないので，大気からの長波放射

1～Lはブラントの公式から計算する．

　ノ～L＝εσTα4（α＋δ匁／8）

ここで，σ：ステファソ・ボルツマソ定数，ε：完全黒体

からのずれを示すファクター，Tα：スクリーンレベル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”26．8．
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の気温，ε：水蒸気圧．

　地表面での顕熱と運動量のフラックス，払…（θ，2〃’）8

と（P！2〃！）sは，大気中の最下レベル（25m）が常に接地

層内にあるものと仮定し，Busingerほか（1971）の実験

式を利用して求めた．すなわち，無次元化されたプロフ

ァイルの式，

缶｛謬一Φ盟（壬）　　（a・7）

第2．1表

451

1次元モデルのテストに用いられた主な
る定数．

缶器一Φ・（壬）

において，

　　　　　　　　ゑ　　ΦM＝＝1十4．7－
　　　　　　　　L

　　　　　　　　えΦH＝＝0．74十4．7＿
　　　　　　　L

　　　　　　　　エΦM一（・一・5壬）一τ

　　　　　　　　ΦH一（・一9壬）一｝

安定

不安定

（2．18）

π9

∂9

So

ψ

δ

ρ3

0s

レs

ε

20

β

。4LBP

C五〇UO

11m／s

gm／S
1．951y／min

42．50

　110
2．7gr／cm3

0．2cal／gr，　O　C

3．7×10－3cm2／sec

O．95

0．01m

4．0（払＞0）

1．0（」隣＝・0）

0．3

0．

（2．19）

である．ここで，殊は摩擦速度，θ＊は摩擦温位で，

　　π＊2≡一（ω儲），％＊θ＊＝一（がθノ）

で定義される．LはMonin－Obukovの安定度長である・

（o／2のs，（θノ多〃ノ）sの求め方としては，まず（2．17）を

2・＝20から2＝zαまで積分し（たとえば，Paulson，

1970），バルクリチャー一ドソン数

　　砺≡多絢（舞θ・）

を与えて塾求めるという通常の方式縦った・接地層

が不安定の時は，瓦Bを与えて2・／Lを求める時繰り返

し計算が必要である．しかし，ここでは計算時間の節約

のためBarkerほか（1975）が提案する次の近似式を用

いた．

些＝ノ～乞B・！（CN）

L
　）一α47・・“一L・45（翻05）

CN≡去1n（驚）

（2．20）

包＞一〇．05の時は安定の場合の式で代用する．

L
　次に，鉛直渦拡散項の積分について述べる．今，

（砺，H）瓢¢÷100m2sec－1とすると，時間積分を前方差分

とした時，（2．1），（2．2）式の右辺第2項の計算安定性

の条件は，亙≦150秒である．3次元予報モデルヘの応用

1979年8月

を考えるとこれはあまりにも小さすぎる．そこで，この

項は次のようにイソプリスト方式を用いた．

　　㌻び一差r（軸∂器1）　（a2・）

α＝％，び，θ．KM，Hの値はあらかじめ前方差分の値で求め

ておぎ，（2．21）式では既知とする．

　初期値は，

　　π。（Z）＝π9，〃。（Z）＝∂9，Tσ・（Z）＝C・nst・

　　θ。（之）＝298＋3．3×10輯3z

とした．積分を開始してから云＝72－96時間を検討の対

象とする．∫＝0は任意に午前8時とした．

　なお，ここで用いた主な定数を第2．1表に示す．太陽

高度，緯度，地衡風速，粗度は0’neile（Lettau・Davidson・

1957）の第5日の観測を念頭に選んである．また，ボー一

エン比はこの事例のエネルギーバラソスの計算に用いら

れた，Suomiのモデル（Lettau・Davidson・同上）の

結果を参考にし，B＝4（払＞0の時）・β＝・1（払＝0の

時）とした．

　3．一次元モデルの結果

　3．1f一モデルとc一モデルの比較

　f」モデルとc一モデルの差をみるために，亙＝3分の場

合について両者を比較する＊．第3・1図は・f一モデルで

計算した場合の風速の絶対値の鉛直時間断面図（a）と

温位の鉛直時間断面図（b）である．loの計算には（2・11）

＊亙＝30秒としても，亙＝3分の場合との差はほとんど

　認められない．

23
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　12　　　　　15　　　　　18　　　　　21　　　　　0　　　　　　3　　　　　6（hr）

　　　　　　　　　（b）

f一モデルで計算した場合の風速の絶対値（a）と温位（b）

の高度・時間断面図．横軸は地方時，縦軸は高度．風速

の単位はm／s．温位は273を減じた。K単位．loの計算
には（2．11）式が用いられている．

式が用いられている．夜半の風速の極大は600m付近

に予想されている．また，夕方から明け方にかけて地表

付近に気温の逆転が予想されている．風速と気温の日変

化の特徴は，ほかの人達（たとえばSasamori，1971；

Tsann－Wang，1977）の結果と基本的に同じである．こ

こには示さないが，c一モデルの場合も日変化の特徴はf一
　　　　　　　　　　　　，
モデルと同じように予想されているが，以下やや詳しく

比較する．

　接地層が不安定な場合には，f一モデルとc一モデルの

結果にはほとんど差がみられない．また，fLモデルでは

loの計算方式による差もほとんどみられない．ただし

c一モデルの場合は（2．11）式でloを計算すると，層が

24

少ないためか，loの値に時間的に不規則な変動がみら

れるので，（2．13）式のみが用いられている．第3．2図

に，14時での熱の渦輸送と運動量の渦輸送の鉛直分布の

比較が示されている．高度2，000m付近より上でやや

差がみられるのみで，全体としてf一モデルとc一モデル

の差は小さい．14時での各高度の温位と風速の予想値

（日変化が計算された2，600m以下の100m毎，c一モデ

ルの場合は予想レベルの間を直線内挿した値）を比較す

ると次のようになる．f一モデルでloの計算方式による

差は，温位で土0．2。K以内，風速で土0．06m／s以内

である．また，f一モデルとc一モデルの差は温位で土0．3。K

以内，風速は，1，900m以下では土0．1m／s以下であ

、天気”26．8．
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一20　4　8　12「16　20×10噸

　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

14時での熱フラックスの鉛直分布の比較（a）と運動量フラッグスの鉛直分布の比

較（b）．（a）では，実線はc一モデル，黒丸はf一モデルの場合を示す．（b）では，

細実線と太実線はc一モデルの〃および％成分，小さい黒丸と大きい黒丸はf」モデル

のoおよび％成分の場合を示す（下側のスケール）．点線と白丸はそれぞれc一モデル

とf一モデルの場合のπ＊2の鉛直分布（上側のスケール）．

るがそれより上でやや大きく，2，500mでは0．5m／s

の差となっている．

　接地層が安定になる夜間は，地表付近（地表から300

m以内）の気温分布にのみやや大きな差がみられる．第

3・3図には18時と06時の地表付近の温位の鉛直分布が示

されている．モデルでは，接地層が安定になると250m

付近の渦拡散係数の値が0に近ずき上方からの輸送がな

くなる．KM，H÷0になる時刻の差により地表付近の気

温に大きな差が出ている．第3．1図の風速分布で夜半か

ら明け方にかけて200m高度で風速が増大しているの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂　　一も，これに関連している（（2．1）式で一冴（一％ノz〃，）≒・0，

∂π

万「＝ノ（〃一〇g）＞0）．第3。3図の実線は第3．1図（b）

のもの，点線はf」モデルでloの計算に（2．13）式を用

いた場合，鎖線はひモデルの場合である．△θ＝θ（2＝

200m）一θ（2・＝25m）とおくと，

　　△θ＝2．8。K（実線）

1979年8月

　　△θ＝3．8。K（点線）

　　△θニ5．8。K（鎖線）

である．loの計算を簡略化したり，鉛直分解能を粗にす

ると△θが大きくなっている．

　地上から200～300m付近は，それ以下の高度に比し

て風の鉛直シアーが小さく，渦拡散係数の値は鉛直安定

度のわずかな変化にきわめて敏感である．第3．1図に示

したケースでは，18時の風の鉛直シアーは，z＝62．5m，

150m，250mでそれぞれ0．032sec－1，0．013sec4，
住・・52se面ある・儲一住・・52蝋θ一3・・勤

　　　∂θ
場合，一が10－5。K／m変わるとリチャードソソ数が
　　　∂z
O．1変わる．ノ～∫≧0．213で1ζM…≡KH≡0となることを考

えると，放射や水蒸気を含まず，また移流項も含まない

今のテストで，地表付近の気温の逆転やその大きさにつ

いて，これ以上論ずることは意味がない．しかし上の結

果は，接地層が安定の時には，鉛直分解能が粗いほど適
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第3．3図

300 304 308（o鴎

第3．1表 △∫ニ15分，30分と△∫＝3分の場分の14

時での熱輸送と運動量輸送の差．（　）

内はc一モデルの場合．c一モデルの場合

の高度は，最も近いf一モデルのレベル

に記入してある．

高度
（m）

夕方（18時）と明け方（06時）のモ

デル大気下層の温位の鉛直分布．実
線はf一モデルでloの計算に（2．11）

式を用いた場合，点線はf一モデル

でloの計算に（2．13）式を用いた

場合．鎖線はc一モデルの場合．

用に問題があることを示唆しているといえる．

　3．2　時間間隔△∫の影響

2350

2250

2150

2050

1950

1850

1750

1650

1550

1450

1350

1250

1150

1050

950

850

750

650

550

450

350

250

150

　62．5

　0

△（研ρCp）（％）

△∫＝15分

一18

－6

　0

　0

　2

　0

－2

　1

　0（0）

　0

　0

　0

　0

　1（1）

　2

　1

　1

　2（2）

　2

　2

　3（3）

　3

　4（3）

　4（4）

　4（4）

ムオ＝30分

一29

－8

　0

　0

　1

　0

－0

　2

　2（0）

　0

　1

　2

　2

　3（3）

　4

　5

　5

　6（5）

　6

　6

　7（7）

　8

　8（7）

　9（9）

　9（8）

△π＊2（％）

亙＝15分

一80

－36

－19

－15

－12

－12

－10

－9

一8（一9）

一7

－6

－5

－4

－4（一4）

一4

－3

－2

－1（一1）

1
1
0（0）

0
0（O）

1（1）

2（2）

亙＝30分

一77

－48

－31

－27

－24

－24

－21

－18

－16（一17）

一13

－12

－10

－9

－8（一9）

一7

－7

－5

－6（一6）

一5

－4

－4（一3）

一2

－2（一1）

　0（O）

　5（5）

　△！＝10，15，20，30分についてテストした．第3．4図

は虚＝30分とした時の，風速の絶対値の高度・時間断

面図（（a）はf一モデル，（b）はc一モデル）である．

f」モデル，c一モデルとも，△∫＝30分としても日変化の基

本的様相は表現レている．

　前と同じく，14時での顕熱と運動量の渦輸送の大きさ

で，△∫の影響を調べてみる．亙を大きくすると，渦輸

送の効果は上層まで達しにくくなるが，△！＝3分と15分

では日変化の及ぶ最上層を除けば差は小さい．△∫＝15分，

30分とした時の熱輸送と運動量輸送の大きさを，亙＝3

分の時（第3．2図に示されている）と比較した結果が第

3．1表に示されている．比較は差の100分率（（α（△T＝

15，30）一α（△T＝3））／α（△Tニ3），α二私／ρOP，π＊2）で示

26

されている．△云・＝30分にすると，高度1，700m以上では

運動量フラックスに20％以上の差がみられるが，フラッ

クスの値が小さいので，風速の予想値の差は小さい．上

層ほどフラックスが減少するため，湿＝3分の場合に比

して，予想された気温場の不安定度が増大し，風速の鉛

直シアーが減少している．△∫＝30分とした場合温位の値

でみると，最下レベルで0．8。Kの増，1，000m以上で

0．1～0．2。Kの減少で，1。K／1，000mほど不安定度が増

大している．風速の絶対値では，最下レベルで～0．8m／

s，1，000m以上で～0．3m／sの減少である．

　第3．1図（a）と第3．4図（a）の比較から明らかな

ように，夜半から明け方にか1けては300m以下の風速

、天気”26．8．
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第3．4図

　12　　　　　15　　　　　18　　　　　21　　　　　0　　　　　3　　　　　6（hr）

　　　　　　　　　（b）

△渉を30分とした場合の風速の絶対値の高度・時間断面

図．（a）はFモデル，（b）はc一モデルの結果．（b）
の縦軸に示される点線はc一モデルの定義レベルを示す．

分布に大きな差（2m／s以上の所もある）がみられる．

これは前に論じたように，250～350m高度で，安定度

のわずかな変化で渦拡散係数が0になってしまう結果で

ある．

　Sasamori（1970）が指摘しているごとく，0’Brien

（1971）の方式で拡散係数の鉛直分布を決めれば，接地

層が安定の場合にここで議論したような問題は起きな

い．今の場合も一つの便法として，鰯，Hの最小値とし

て1～∫ニ0ユの時の値を用いるテストを行なってみた．

この場合は，接地層が安定の場合のf一モデルとc一モデ

ルの地表付近の気温分布の差，虚を3分とした時と30

分とした時の大ぎな差はみられない．

1979年8月

　次に述べる3次元のモデルのテストでは，18時を初期

値とした場合，一つの便法として，上に述べた砺，Eの

最小値を用いてみた．

　4．3次元モデルでのテスト

　前節までの1次元モデルの結果によれば，レベルー2の

closure　modelは，鉛直分解能の粗いc一モデルに適用し

ても風速や気温の日変化の基本的な面を表現し得ること

が示された．ここでは，c一モデルに対応する3次元モデ

ルに適用し，水平方向の加熱差に基づく局地循環の表現

をみることにする．

　用いたモデルは次の通り．

　静力学近似でσ系．上端の気圧は500mb．鉛直方向

27
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第4．1図　静止初期場から出発し，午前8時を∫＝0

　　　　　とした時の7時間後（15時）の最下層

　　　　　（÷25m）の風の分布．太い点線は海

　　　　　陸の境界を示し，図の左上方が高度Om

　　　　　の陸面と仮定されている．風ベクトルの

　　　　　大きさは図の左下に示されている．

一　　、　　　　　　　、　　、　　rし　、　　　　　「」　rし　　，　　、

一　、　　　　　、　、　、　、　　　、　、　、　、

一　　驚　　　　　、・　与　、　、　　　、　、　、　●

、　、　　　、　、　、　ノ　，　，　一　∂　ノ　ー　”　岸　ゆ

鳥、、’ノ　，’　ノ　，，，ノ」一
t　量　　1、　、　、一

　　　　　　’　ノ　ヲ　」　”　ノ　”

・・ギ、ン・，・・，・ポ4・・ゼ丁γ’ノソ，，’，舟、断一〆一一一一毒ρダ’

一10m／s　LAND　　　　　　　　　　COAST　　　SEA
　5mb　hr

第4．2図　第4．1図の上方の細点線に沿う鉛直断面

　　　　　図．図中の点線は273を減じた温位を示
　　　　　す．単位。K．水平および鉛直方向の風速

　　　　　成分の大きさは図の左下に示されてい

　　　　　る．

に10層で第2．1図のc一モデルに対応するようにレベル

を設定する．水平の格子間隔10km．領域の左上（北

西）半分に高度Oの地形（関東地方を想定）をおく．水

平方向に一様な静止大気から出発し，初期の鉛直気温分

布はO．7。C／100mの減率で与えておく．太陽高度は7

月中旬とした．このテストでは地中温度は予想せず，深

さ20cmの地中温度が25。Cで時間的に不変と仮定し

た．陸地の表面温度は放射バランスの式から決め，海面

の温度は不変とした．地表面からのフラックスは1時間

毎に計算し，鉛直拡散項は6分毎に計算した．陸面の粗
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第4．3図　静止初期場から出発し，午後6時を！＝0
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第4．4図　第4．3図の上方の細点線に沿う鉛直断面

　　　　　図．その他の説明は第4．2図に同じ．

度はO．2mとした．

　第4．1図は，午前8時をi＝0とした時の，！＝7（15

時）の最下層（÷25m）の風の分布である．第4．1図の

上の方の点線に沿う鉛直断面図が第4．2図に示されてい

る．温位から273を減じた値が。K単位で，点線で下層

のみ示してある．なお第4．2図では，モデルの鉛直方向

の各層の厚さの差を無視して等間隔に図示してあるの

で，下層が鉛直方向に非常に強調されている．1次元モ

デルの結果から期待されたごとく，鉛直に粗い分解能の

モデルでも，水平方向の加熱差による局地循環が表現さ

れている．第4．3図および第4．4図は，18時を！＝0と

した時の云・＝7（午前1時）の結果で，それぞれ第4．1図

および第4．2図に対応するものである．第4．3図では房

総半島および東京湾付近で局地循環の傾向が認められる

ようであるが，全体としては表現し得ていない．第4．4

、天気”26．8．
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図によれば，陸地上の気温は夜に入って低下してはいる

が，その影響はごく下層（200～300m）にのみ限られて

いる．これは，地中温度および初期の気温分布の仮定に

もよるが，より根本的には鉛直成層が安定な場合の鉛直

拡散項の適用に問題があると考えられる．

　5．おわりに

　渦拡散係数を局所的な場の量だけから決める方法とし

て，計算が簡単なレベルー2のclosuてe　mode1（Mellor・

Yamada，前出）を選び，鉛直分解能が粗いモデルに適

用した場合の問題点を調べてみた．地表付近の鉛直成層

が安定の場合には問題があるが，不安定の場合には，こ

こでテストしたひモデル程度の粗い分解能でもほぼ妥

当な結果を与えているように思われる．ここに示した結

果は，水平の格子間隔数十kmの予報モデルに適用

するための予備調査として行なったものである．このよ

うな予報モデルに適用した場合の解析については，別に

報告したい．

　御討論いただいた電子計算室の方々および気象研究所

の時岡氏にお礼申し上げます．
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第20期第3回理事会議事録

日時昭和54年5月22日（火）17．30～19．00

場　所　竹橋会館

出席者　岸保，小平，内田，植村，奥田，神山，河村，

　　　　関根，新田，松本，増田，山下　各常任理事．

　　　　孫野，田中，清水，柳原，石川，中島，伊藤，

　　　　山元，沢田，坂上　各理事．

　　　　当舎　監事

議題1．総会準備について　（1）理事長あいさつ（案），

　　　　（2）昭和53年度事業経過報告，（3）昭和53年度決算

　　　　書，（4）昭和53年度監査報告，（5）山本賞（気象学

　　　　会の部）受賞者選定規定に関する件，（6）山本賞

　　　　の設定に伴い学会賞受賞者選定規定および藤原

　　　　賞（気象学会の部）受賞者選定規定を一部改正

1979年8月

　する件，（7）日本気象学会定款のうちの細則の一

　部改正の件，（8）昭和54年度事業計画（案），（9）昭

　和54年度予算書（案）　以上原案承認．

2．日本気象学会創立100周年記念事業について

　常任理事会で検討した次の計画（案）にっいて

　説明があった．（a）記念論文集の発刊（和文，

　英文），（b）日本気象学会史の出版．（c）記念式典．

　（d）記念講演会．（e）気象展覧会（気象測器展示

　会）．（f）できれば国際的な会議を開催したい．

　これらについて種々意見が交された．今後準備

　委員会を発足させて検討することとする．な

　お，　、天気”編集委員会で取り上げられた、天

　気”特別記念号（案）について内田常任理事か
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